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年頭のごあいさつ

明けましておめでとうございます。
公益財団法人全国市町村研修財団の運営につきまして、旧年中に賜りましたご理解、
ご協力に深く感謝申し上げます。
昨年は、大規模豪雨災害に加え、新型コロナウイルス感染症の感染拡大という課題
に直面しました。
新型コロナウイルス感染症に関しましては、今現在も医療や介護などの現場におい
て治療や感染防止に懸命に取り組まれている方々、また保健所などにおいて感染対策
の立案や実施にご尽力されている方々が多くいらっしゃいます。そうした皆様に敬意
を表しますとともに、一日も早い感染の収束のために、私ども一人一人が「手洗いの
励行、マスクの着用、三密の回避」を徹底しなければならないものと決意を新たにし
ております。
また、大規模豪雨災害に関しましては、各自治体におかれまして、被災自治体への
職員派遣など様々なご支援をいただいておりますことに、厚く感謝申し上げます。
さて、市町村を取り巻く環境は、人口減少と少子高齢化のさらなる進行、大規模自
然災害の頻発、第４次産業革命の到来など、引き続き大きく変化し、地域社会の課題
は多様化してきています。
そうした中で、市町村では、的確な分析力と長期的な政策の立案能力を備え、地域
の実情を踏まえた施策を構築し、着実に実施していかなければなりません。そのため
には、これまで以上に意欲と能力・実力を兼ね備えた職員が求められます。
当財団では、市町村アカデミーと国際文化アカデミーにおいて、市町村職員はもと
より、首長、議員等を対象とした専門性の高い最先端の英知・情報を提供する研修を
行っており、両アカデミーを合わせますと受講者は延べ27万人を超え、そのネット
ワークは全国に広がっております。
引き続き、時代の変化に対応し、地域の活性化、住民福祉の向上、暮らしの安全・
安心の確保、行政デジタル化の推進など、多種多様な課題に適切に対応していくこと
ができるよう、地域社会を担う人材の育成に全力で取り組んでまいりますので、皆様
のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、年頭のごあいさつとさせていただ
きます。


